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東京の麻布にある「Nishimachi International School」や、渋谷にある「The British School
in Tokyo」などは、年間の学費のみでほぼ200万円になる（注４）。北海道や東北の学校のよう
にいくつかの例外はあり得る。そこに宗教的な理由が入り込むと、お金の問題をある程度解決
することが可能だからだ。しかし、多くの場合は上に示したように、たいへん高価な教育制度
なのである。そうすると、日本の小学校・中学校であれば授業料等は無料なのにも拘わらず、
このようなインターナショナルスクールに子供を通学させる日本人の親は、国語英語化論を唱
えずに実行していると言えまいか。
このような決断をする日本人はその金銭的負担から、裕福な階層に属している。彼等は日本
の社会でそれなりの地位を得た人間であろう。教育程度も高いと推測される彼等は、ある意味
で日本語を捨てて英語を主言語として子供を教育することを決断したのだ。
このように英語で教育された子供達は、高等教育機関として英米系の大学を選択して海外に
出ていく。平成16年度の大学入試から、国際機関によって認証されたインターナショナルスクー
ルの卒業生にも、日本の大学の受験資格が与えられた。しかし、新聞によると大学入試センター
試験を受験したのはわずかに２名である。彼等は日本で生活して家庭では主に日本語を話して
いる、すなわち日本語の環境に身を置いているから、日本語も聴解ができるだろう。しかし、
教育言語は英語であるので、精緻な語彙や論理的思考は英語にならざるを得ないだろう。また、
親が子供をインターナショナルスクールに入れた時点で、日本の大学は彼等の眼中に無いのだ
ろう。
森や志賀の国語外国語化論が公的な論としては極論であったが、それを実行している日本人
がけっして少ないとは言えないほど存在するこの日本の現実を見るとき、それはやはり驚嘆に
値する。日本の支配階層の中にこれほどまでに日本語や日本の教育に失望している人間がいる
ことは、その原因を突き止めて対策を練らねばならない問題であろうとさえ思う。
ここで確認して置きたいのは日本の英語学習熱のなかで、日本語よりも英語を確実に身に付
ける子供達が出てきているということである。そして、この章の始めに挙げた諸事情のために、
名古屋女子大学紀要 第52号（人文・社会編）
─ 228 ─
このような国語外国語化論を唱えることなく実行している人間がこれから増えて行くだろうと
考えて間違いないだろ。
それでは何故、このように日本人であっても日本語よりも英語を基礎言語として子供に与え
たいという親が多いのだろうか。志賀が言及した日本語の不完全性のためか。森が上げた英語
の国際性のためか。それとも明治以来の欧米に対するコンプレックスのためか。
これらの理由が渾然一体となって、一部の人間達による国語外国語化論の実践という現実を
作り出しているのだろう。英語の国際通用性は、公用語・教育言語として母語話者に劣らない
力を持った話者（母語話者もどき、と呼ぼう）や母語話者が世界中に満遍なくしかも多く存在
し、さらに日本人のようにコミュニケーションのために英語を学校等で学びどうにか話す人間
（国際英語話者）が多いという点では、高いと評価することに異議はないだろう。
これは、逆に日本語の国際通用性の低さを浮き彫りにする。英語がこれほどまでに世界中に
広まったのは、イギリスの帝国主義下における植民地主義や第１次世界大戦後のアメリカの驚
異的な経済発展などの政治経済的要因が大きいと考えられる。志賀直哉が勧めたフランスも世
界中に多くの植民地を持ち、そのために世界中に、フランス語の母語話者もどきの人間が多く
存在する。そこから、考えると世界で第２の経済大国になった日本語はもっと国際通用性が出
てくるのが普通だろう。日本の旧植民地では、日本語が教育言語として通用していたし、今で
も年配の韓国人や朝鮮人、台湾人などは日本語を話す人がいる。しかし、日本語の国際通用性
は低いと言うのが正確なところだろう。それは何故なのか、と問うことが出来よう。
黒船来襲から、すなわち江戸時代末期の西洋との直接的な接触から、富国強兵・和魂洋才・
脱亜入欧を目的として邁進した明治時代や、西欧的デモクラシーが高揚した大正時代を経て、
西欧列強の帝国主義的拡大主義に対抗してアジアに領土的野心を持ち、ついにアメリカと戦争
に突入して敗れ、そこからアメリカの民主主義と物質的繁栄をモデルに今日の経済大国になっ
た日本、そこに培われた根深い西洋コンプレックスの問題は、多くの論者が論じているが、こ
れが論理という手法で説得・解決することが容易でないこと、集団的なコンプレックスである
点でまだ長い治療期間が必要な文化的な神経症とさえいえること、などの理由でこれからの日
本の歴史の中で少しずつ解決していかなければならない歴史的な課題なのだ。
最後に残ったのが、日本語の不完全性というこれも明治の初めから何度も議論されてきた問
題だ。そのときから現在までの国語改革に対する日本人の努力は並大抵のものではなかった。
言語というものは、完成することがない記号体系だろう。なぜならば、言語を必要とする人間
社会が変化あるいは発展して行くからだ。その意味で、日本語の不完全性というより、または
上で論じたように日本人は日本語の世界に生まれたという宿命を引き受けた以上、欧米語に比
較した劣等性という観点からではなく、現在の日本語の問題点という観点から考えてみる。
ここで、二つの問題点を提出してみたいと思う。一つ目はこの論文の中で浮かび上がった現
代日本語と第二次世界大戦以前の日本語との間の格差であり、それに由来する日本語における
文化継承のある断絶である。二つ目は最近の脳生理学等の分野で明らかになった、日本語を母
語とする日本人にとっての英語やフランス語の生理的困難さの論点である。（以下次稿）
（注１）http：//www.katoh-net.ac.jp/ 平成17年９月21日現在
（注２）http：//www.kyoto-is.org/ 平成17年９月21日現在
（注３）http：//www.columbia-ca.co.jp/ 平成17年９月21日現在
（注４）http：//www.nishimachi.ac.jp/とhttp：//www.bst.ac.jp/ 平成17年９月21日現在
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